










要約:山梨県富士吉田地区の小児成人病健診について、1992 年の断面検査の結果と、高校

生を対象とした過去4年間の血清脂肪質の Retrospective Study の結果を示す。富士吉田

地区では、肥満は小学生男児に多く、動脈硬化指数は小中高校生の順で高くなった。医学

的管理が必要な A 区分に属する者は小中学生ともに約 1.3%であった。又、血清脂質の

Retrospective Study では、TC,LDL-Cは、小学生時に高く、中学時に一旦低下し高校生で

再上昇するパターンを示し、HDL-C は加齢により低下し、動脈硬化指数は加齢により上昇

した。したがって、動脈硬化のリスクは加齢とともに増加すると考えられた。将来は成人

病検診と有機的に結合し、学童期から成人に至る長期的な検討を行う予定である。


